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令和 3 年度仙台市高速鉄道事業の概況と決算の大要 

 

1 事 業 の 概 況 

本年度の高速鉄道事業は，引き続き新型コロナウイルス感染症の影響により乗車料収入が低迷する

厳しい経営状況のなか，「仙台市交通事業経営計画」（計画期間：令和 3 年度～令和 12 年度）の 4 つ

の戦略「安全・安心の推進」，「快適なお客さまサービスの提供」，「まちづくりへの貢献」，「持続可能

な経営の確保」に基づき，各種取組みを進めてまいりました。  

施設設備の計画的な維持更新の取組みとして，南北線において，老朽化した配電室の高圧受電設備

の更新及びトンネルや高架橋の補修を実施するなど，安全性の向上を図りました。また，危機・自然

災害への対応の取組みとして，自然災害を想定した防災訓練を行ったほか，テロ対策を想定した対応

訓練を行いました。 

利用しやすい環境整備の取組みとして，全駅の駅出入口の階段の段差明瞭化や駅構内における触知

案内設備の整備及び駅トイレ入口における段差解消の全面改修を完了しました。そのほか，台原駅ホ

ームから改札階におけるエスカレーター設備の増設を行うなど，更なる利便性の向上に努めました。 

公共交通の利用促進の取組みとして，車両基地内を見学できる「バス・ちか探検ツアー」を，感染

症対策に配慮し人数制限を設けて行うとともに，車両基地における車両整備等のバックヤードの状況

を動画配信サイトで公開するなど，広報を行いました。また，スマートフォン等で，目的地までのル

ート検索やチケット購入を行うことができる「仙台 MaaS」において，「るーぷる仙台・地下鉄共通一

日乗車券」の販売を開始し，観光客等が手軽で快適に利用できる環境を整備しました。  

経営の健全化の取組みとして，お客様サービスを維持しつつ効率的な事業運営を図るため，20駅に

おいて駅業務の委託を継続的に実施しました。 

本年度における運輸成績は，次表のとおりであります。 
 

区 分 令和 3年度 令和 2年度 
比 較 

増     減 比 率（ ％ ） 

在 籍 車 両 数 （ 両 ） 144 144 0 100.0 

実 働 車 両 数 

（ 両 ） 

平 日 124 124 0 100.0 

土休日 76 76 0 100.0 

走行キロメートル （千㎞） 12,572 12,336     236 101.9 

乗 車 人 員  （千人） 74,982 69,601    5,381 107.7 

定 期 外 32,124 28,801     3,323 111.5 

定 期 42,858 40,800      2,058 105.0 

乗 車 料 収 入    （千円） 12,675,740 11,619,880   1,055,860 109.1 

定 期 外 7,014,242 6,264,236   750,006 112.0 

定 期 5,661,498 5,355,644   305,854 105.7 
 

（注）乗車料収入は，消費税及び地方消費税抜きの額であり，敬老乗車証負担金及びふれあい乗車証 

負担金を含む。 

 

2 決 算 の 大 要 

本年度は，新型コロナウイルス感染症の影響からの回復により，乗車人員が 7.7 パーセントの増と

なり，乗車料収入も 9.1 パーセントの増となりました。また，収益的収支については，減価償却費の

減等により前年度に比較して 3,416,576千円改善し，2,832,205千円の純損失となりました。 

この結果，当年度未処理欠損金は 95,758,225 千円となっております。 
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（1）収益的収入及び支出 

収 益 的 収 入 

21,399,590 △ 1,217,358 20,182,232 20,079,232 △ 103,000

16,653,740 △ 1,222,145 15,431,595 15,276,603 △ 154,992

運 輸 収 益 15,158,928 △ 1,154,770 14,004,158 13,851,000 △ 153,158

運 輸 雑 収 益 1,494,812 △ 67,375 1,427,437 1,425,603 △ 1,834

4,745,442  0 4,745,442 4,739,458 △ 5,984

受 取 利 息
及 び 配 当 金

20 0 20 290 270

他 会 計 補 助 金 485,775  0 485,775 460,616 △ 25,159

長期前受金戻入 4,217,429  0 4,217,429 4,214,716 △ 2,713

雑 収 益 42,218  0 42,218 63,836  21,618

408  4,787 5,195 63,171  57,976

過 年 度 損 益
修 正 益

0  371 371 372  1

その他特別利益 408  4,416 4,824 62,799  57,975

高速鉄道事業収益

営 業 収 益

営 業 外 収 益

特 別 利 益

（単位　千円）

　　　　　　 区　分
　科　目

予　　　　　　算　　　　　　額

当 初 予 算 額
補 正 予 算 額
（ △ 減 ）

決　算　額
増　　　減
（ △ 減 ）計

（注）収益的収入は，消費税及び地方消費税込みの額である。 

 

収益的収入予算は，当初 21,399,590 千円を計上いたしましたが，特別利益 4,787 千円を増額補

正し，営業収益 1,222,145 千円を減額補正いたしましたので，最終予算額は 20,182,232 千円とな

りました。 

これに対する決算額は 20,079,232千円となり，予算額に比べ 103,000千円の減収となりました。 
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収 益 的 支 出 

（注）1 収益的支出は，消費税及び地方消費税込みの額である。 

2 営業外費用中の支払利息及び企業債取扱諸費の財源に充てるため，資本費負担緩和分企業債 1,150,000

千円を借り入れ，資金不足額の解消に充てるため，特別減収対策企業債 2,900,000千円を借り入れた。 

 

収益的支出予算は，当初 23,888,544 千円を計上いたしましたが，特別損失 5,236 千円を増額補正し，営業

費用 388,360 千円，営業外費用 83,377 千円をそれぞれ減額補正いたしましたので，最終予算額は前年度繰越

額 5,060千円を含め 23,427,103千円となりました。 

これに対する決算額は 22,751,469千円（人件費 3,638,320千円，経費 7,098,111千円，減価償却費 9,969,323

千円，営業外費用 2,040,470千円，特別損失 5,245千円）となり，不用額は 675,634千円となりました。 

23,888,544 △ 466,501 0  0 5,060 23,427,103 22,751,469  675,634

21,664,992 △ 388,360 0  0 5,060 21,281,692 20,705,754  575,938

線 路 保 存 費 2,369,138 △ 85,200 0  0 1,100 2,285,038 2,139,868  145,170

電 路 保 存 費 1,977,549 △ 50,980 0  0 0 1,926,569 1,831,177  95,392

車 両 保 存 費 1,128,593 △ 34,000 0  0 3,960 1,098,553 1,020,028  78,525

運 転 費 1,740,290 △ 98,014 0  0 0 1,642,276 1,583,036  59,240

運 輸 費 2,957,725 △ 72,584 0  0 0 2,885,141 2,827,359  57,782

運 輸 管 理 費 1,117,184 △ 35,582 0  0 0 1,081,602 996,386  85,216

厚 生 福 利 施 設 費 20,321  0 0  0 0 20,321 17,244  3,077

一 般 管 理 費 381,411 △ 12,000 0  0 0 369,411 321,333  48,078

減 価 償 却 費 9,972,781  0 0  0 0 9,972,781 9,969,323  3,458

2,173,542 △ 83,377 0  0 0 2,090,165 2,040,470  49,695

支 払 利 息 及 び

企 業 債 取 扱 諸 費
1,596,296  301 0 △ 36,690 0 1,559,907 1,510,213  49,694

消 費 税 及 び

地 方 消 費 税
575,831 △ 83,678 0  32,660 0 524,813 524,813  0

雑 支 出 1,415 0 0  4,030 0 5,445 5,444 1

10  5,236 0  0 0 5,246 5,245  1

過 年 度 損 益

修 正 損
10  4,456 0  0 0 4,466 4,466  0

そ の 他 特 別 損 失 0  780 0  0 0 780 779  1

50,000  0 0  0 0 50,000 0  50,000

予 備 費 50,000  0 0  0 0 50,000 0  50,000

（単位　千円）

予　　　　　　算　　　　　　額

計
予備費

支出額
繰 越 額当初予算額

補正予算額

（ △ 減 ）

不 用 額決 算 額流用増減額

（ △ 減 ）

高 速 鉄 道 事 業 費 用

予 備 費

特 別 損 失

営 業 費 用

営 業 外 費 用

　　　　　   区　分

  科　目

（1）収益的収入及び支出 

収 益 的 収 入 

21,399,590 △ 1,217,358 20,182,232 20,079,232 △ 103,000

16,653,740 △ 1,222,145 15,431,595 15,276,603 △ 154,992

運 輸 収 益 15,158,928 △ 1,154,770 14,004,158 13,851,000 △ 153,158

運 輸 雑 収 益 1,494,812 △ 67,375 1,427,437 1,425,603 △ 1,834

4,745,442  0 4,745,442 4,739,458 △ 5,984

受 取 利 息
及 び 配 当 金

20 0 20 290 270

他 会 計 補 助 金 485,775  0 485,775 460,616 △ 25,159

長期前受金戻入 4,217,429  0 4,217,429 4,214,716 △ 2,713

雑 収 益 42,218  0 42,218 63,836  21,618

408  4,787 5,195 63,171  57,976

過 年 度 損 益
修 正 益

0  371 371 372  1

その他特別利益 408  4,416 4,824 62,799  57,975

高速鉄道事業収益

営 業 収 益

営 業 外 収 益

特 別 利 益

（単位　千円）

　　　　　　 区　分
　科　目

予　　　　　　算　　　　　　額

当 初 予 算 額
補 正 予 算 額
（ △ 減 ）

決　算　額
増　　　減
（ △ 減 ）計

（注）収益的収入は，消費税及び地方消費税込みの額である。 

 

収益的収入予算は，当初 21,399,590 千円を計上いたしましたが，特別利益 4,787 千円を増額補

正し，営業収益 1,222,145 千円を減額補正いたしましたので，最終予算額は 20,182,232 千円とな

りました。 

これに対する決算額は 20,079,232千円となり，予算額に比べ 103,000千円の減収となりました。 
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（2）資本的収入及び支出 

資 本 的 収 入 

2,169,146  4,112 110,000 2,283,258 1,976,717 △ 306,541

企 業 債 1,629,000  2,000 88,000 1,719,000 1,502,000 △ 217,000

出 資 金 393,000  0 22,000 415,000 356,000 △ 59,000

他 会 計 補 助 金 147,146  1,112 0 148,258 118,717 △ 29,541

国 庫 補 助 金 0  1,000 0 1,000 0 △ 1,000

高 速 鉄 道 事 業
資 本 的 収 入

当初予算額 補正予算額 繰　越　額

（単位　千円）

　　　　　　 区　分
 科　目

予　　　　　算　　　　　額

決　算　額
増　　　減
（ △ 減 ）計

（注）資本的収入は，消費税及び地方消費税込みの額である。 

 

資本的収入予算は，当初 2,169,146 千円を計上いたしましたが，企業債 2,000 千円，他会計補助

金 1,112 千円，国庫補助金 1,000 千円をそれぞれ増額補正いたしましたので，最終予算額は前年度繰

越額 110,000 千円を含め 2,283,258 千円となりました。 

 これに対する決算額は 1,976,717 千円となり，予算額に比べ 306,541 千円の減収となりました。 
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資 本 的 支 出 

10,002,669  7,198  0  0 110,903 10,120,770 9,793,478 18,789 308,503

1,976,078  4,589  0  0 110,903 2,091,570 1,795,009 18,789 277,772

土 地 9,032  0 0  0 0 9,032 0 0 9,032

建 物 939,365  4,589  0  0 110,903 1,054,857 870,491 18,789 165,577

線 路 設 備 7,716  0  0  3,344 0 11,060 11,059 0 1

電 路 設 備 597,474  0  0  0 0 597,474 577,503 0 19,971

車 両 5,500  0  0  0 0 5,500 583 0 4,917

機 械 装 置 267,540  0  0 △ 3,344 0 264,196 242,688 0 21,508

工 具 ・ 器 具 ・
備 品

12,599  0  0  0 0 12,599 10,464 0 2,135

建 設 諸 費 136,852  0  0  0 0 136,852 82,221 0 54,631

7,996,481  1,000  0  0 0 7,997,481 7,996,851 0 630

企 業 債 償 還 金 7,996,481  1,000  0  0 0 7,997,481 7,996,851 0 630

100  0  0  0 0 100 0 0 100

そ の 他 投 資 100  0  0  0 0 100 0 0 100

10  1,609  0  0 0 1,619 1,618 0 1

返 還 金 0 1,619 0 0 0 1,619 1,618 0 1

その他資本的支出 10 △ 10  0  0 0 0 0 0 0

30,000  0  0  0 0 30,000 0 0 30,000

予 備 費 30,000  0  0  0 0 30,000 0 0 30,000

その他資本的支出

企 業 債 償 還 金

   （単位  千円）

予　　　　　　算　　　　　　額

決　算　額
翌 年 度
繰 越 額

不　用　額
繰　越　額

流用増減額
（ △ 減 ）

予 備 費

建 設 改 良 費

高 速 鉄 道 事 業
資 本 的 支 出

予備費

 　　　　　  区　分

  科　目 計
補正予算額
（ △ 減 ）

当初予算額

投 資

支出額

（注）資本的支出は，消費税及び地方消費税込みの額である。 

資本的支出予算は，当初 10,002,669千円を計上いたしましたが，建設改良費 4,589千円，企業債償還金 1,000

千円，その他資本的支出 1,609千円をそれぞれ増額補正いたしましたので，最終予算額は前年度繰越額 110,903

千円を含め 10,120,770千円となりました。 

これに対する決算額は，建設改良費 1,795,009千円，企業債償還金 7,996,851千円，その他資本的支出 1,618

千円となり，建設改良費 18,789千円を翌年度へ繰り越しましたので，不用額は 308,503千円となりました。 

また，資本的収入額が資本的支出額に不足する額 7,816,761千円は，当年度分消費税及び地方消費税資本的

収支調整額155,820千円及び当年度分損益勘定留保資金2,578,198千円で補てんし，なお不足する額5,082,743

千円については，一時借入金等をもって措置いたしました。 

 

（2）資本的収入及び支出 

資 本 的 収 入 

2,169,146  4,112 110,000 2,283,258 1,976,717 △ 306,541

企 業 債 1,629,000  2,000 88,000 1,719,000 1,502,000 △ 217,000

出 資 金 393,000  0 22,000 415,000 356,000 △ 59,000

他 会 計 補 助 金 147,146  1,112 0 148,258 118,717 △ 29,541

国 庫 補 助 金 0  1,000 0 1,000 0 △ 1,000

高 速 鉄 道 事 業
資 本 的 収 入

当初予算額 補正予算額 繰　越　額

（単位　千円）

　　　　　　 区　分
 科　目

予　　　　　算　　　　　額

決　算　額
増　　　減
（ △ 減 ）計

（注）資本的収入は，消費税及び地方消費税込みの額である。 

 

資本的収入予算は，当初 2,169,146 千円を計上いたしましたが，企業債 2,000 千円，他会計補助

金 1,112 千円，国庫補助金 1,000 千円をそれぞれ増額補正いたしましたので，最終予算額は前年度繰

越額 110,000 千円を含め 2,283,258 千円となりました。 

 これに対する決算額は 1,976,717 千円となり，予算額に比べ 306,541 千円の減収となりました。 
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（3）損 益 計 算 書 

比 較 損 益 計 算 書 

営 業 費 用 20,095,272 22,830,031 △ 2,734,759 営 業 収 益 13,985,429 12,922,320  1,063,109

営業外費用 1,515,485 1,603,408 △ 87,923 営業外収益 4,735,197 5,227,026 △ 491,829

特 別 損 失 5,245 0  5,245 特 別 利 益 63,171 35,312  27,859

小　計 18,783,797 18,184,658  599,139

当 年 度
純 損 失

2,832,205 6,248,781 △ 3,416,576

計 21,616,002 24,433,439 △ 2,817,437 計 21,616,002 24,433,439 △ 2,817,437

令和2年度
増　　　減
（ △ 減 ）

（単位　千円）

費　　　　用　　　　の　　　　部 収　　　　益　　　　の　　　　部

　　 　区分
 科目

令和3年度 令和2年度
増　　　減
（ △ 減 ）

　　 　区分
 科目

令和3年度

（注）損益計算書は，消費税及び地方消費税抜きの額である。 

 

当年度の総収益は 18,783,797 千円で，前年度に比較して 599,139 千円増加しておりますが，これ

は乗車料収入の増等による営業収益の増 1,063,109千円，長期前受金戻入の減等による営業外収益の

減 491,829千円，その他特別利益の増等による特別利益の増 27,859千円によるものです。 

また，総費用は 21,616,002 千円で，前年度に比較して 2,817,437 千円減少しておりますが，これ

は減価償却費の減等による営業費用の減 2,734,759 千円，支払利息の減等による営業外費用の減

87,923千円，過年度損益修正損の皆増等による特別損失の増 5,245千円によるものです。 

以上により，当年度は 2,832,205千円の純損失となりました。 

 

（4）剰余金計算書及び欠損金処理計算書 

資本剰余金については，当年度発生高はなく，当年度末残高は 4,825,779千円となりました。 

欠損金については，前年度未処理欠損金は 92,926,020 千円であり，前年度欠損金処理額はなく，

当年度は純損失 2,832,205 千円を計上いたしましたので，当年度未処理欠損金は 95,758,225 千円と

なりました。 

なお，欠損金処理額はなく，そのまま翌年度へ繰り越しております。 
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（5）貸 借 対 照 表 

比 較 貸 借 対 照 表 

固 定 資 産 253,705,732 262,394,914 △ 8,689,182 固 定 負 債 125,678,804 128,396,559 △ 2,717,755

流 動 資 産 3,985,400 4,184,590 △ 199,190 流 動 負 債 13,338,586 12,935,174  403,412

繰 延 収 益 111,141,699 115,239,523 △ 4,097,824

 資 本 金 98,464,489 98,108,489  356,000

 剰 余 金 △ 90,932,446 △ 88,100,241 △ 2,832,205

計 257,691,132 266,579,504 △ 8,888,372 計 257,691,132 266,579,504 △ 8,888,372

令和2年度
増　　　減
（ △ 減 ）

増　　　減
（ △ 減 ）

（単位　千円）

資　　　　産　　　　の　　　　部 負　　債　　・　　資　　本　　の　　部

　　 　区分
 科目

令和2年度
　　 　区分
 科目

度年3和令度年3和令

（注）貸借対照表は，消費税及び地方消費税抜きの額である。 

 

資産については，前年度 266,579,504 千円に比較して 8,888,372 千円減少しておりますが，これは減価償

却等による固定資産の減 8,689,182 千円と現金及び預金の減等による流動資産の減 199,190 千円によるもの

です。 

なお，用地の内訳につきましては別表のとおりであります。 

負債・資本においても前年度に比較して 8,888,372 千円の減少となっております。固定負債は企業債の減

等により 2,717,755 千円の減，流動負債は企業債の増等により 403,412 千円の増，繰延収益は長期前受金の

減等により 4,097,824 千円の減，資本金は一般会計からの出資により 356,000 千円の増，剰余金は当年度純

損失の計上により 2,832,205千円の減となりました。 

以上が，令和 3年度仙台市高速鉄道事業会計決算の大要であります。 

（3）損 益 計 算 書 

比 較 損 益 計 算 書 

営 業 費 用 20,095,272 22,830,031 △ 2,734,759 営 業 収 益 13,985,429 12,922,320  1,063,109

営業外費用 1,515,485 1,603,408 △ 87,923 営業外収益 4,735,197 5,227,026 △ 491,829

特 別 損 失 5,245 0  5,245 特 別 利 益 63,171 35,312  27,859

小　計 18,783,797 18,184,658  599,139

当 年 度
純 損 失

2,832,205 6,248,781 △ 3,416,576

計 21,616,002 24,433,439 △ 2,817,437 計 21,616,002 24,433,439 △ 2,817,437

令和2年度
増　　　減
（ △ 減 ）

（単位　千円）

費　　　　用　　　　の　　　　部 収　　　　益　　　　の　　　　部

　　 　区分
 科目

令和3年度 令和2年度
増　　　減
（ △ 減 ）

　　 　区分
 科目

令和3年度

（注）損益計算書は，消費税及び地方消費税抜きの額である。 

 

当年度の総収益は 18,783,797 千円で，前年度に比較して 599,139 千円増加しておりますが，これ

は乗車料収入の増等による営業収益の増 1,063,109千円，長期前受金戻入の減等による営業外収益の

減 491,829千円，その他特別利益の増等による特別利益の増 27,859千円によるものです。 

また，総費用は 21,616,002 千円で，前年度に比較して 2,817,437 千円減少しておりますが，これ

は減価償却費の減等による営業費用の減 2,734,759 千円，支払利息の減等による営業外費用の減

87,923千円，過年度損益修正損の皆増等による特別損失の増 5,245千円によるものです。 

以上により，当年度は 2,832,205千円の純損失となりました。 

 

（4）剰余金計算書及び欠損金処理計算書 

資本剰余金については，当年度発生高はなく，当年度末残高は 4,825,779千円となりました。 

欠損金については，前年度未処理欠損金は 92,926,020 千円であり，前年度欠損金処理額はなく，

当年度は純損失 2,832,205 千円を計上いたしましたので，当年度未処理欠損金は 95,758,225 千円と

なりました。 

なお，欠損金処理額はなく，そのまま翌年度へ繰り越しております。 
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別　表

令和4年3月31日現在

所　　　　　　　　　在
面　　積
（㎡）

使 用 目 的 備考

仙台市太白区富沢一丁目2-1 3,174 178,413 線路
仙台市泉区七北田字真美沢162-20外 2,151 70,096 線路
仙台市泉区八乙女中央二丁目23-1外 20,030 1,269,309 線路

仙台市若林区清水小路 624,914,2533,71外5-3
駅舎,換気口
ほか

小　　　　　　　　　計 42,690 3,937,244

仙台市若林区荒井字東 路線665,78627,1外4-12

仙台市若林区荒井字東 370,015,2567,61外3-31
駅舎,換気口
ほか

小　　　　　　　　　計 18,491 2,597,639

61,181 6,534,883

仙台市太白区長町南三丁目 南町長284,79000,121-1
仙台市若林区土樋 樋土968,47817外2-592

7951-1町宮雨通堤区葉青市台仙 224,160 北仙台

小　　　　　　　　　計 2,315 396,511

仙台市若林区卸町二丁目 町卸035,48538外95-1
仙台市青葉区荒巻字青葉 山葉青278,23895外62-6

小　　　　　　　　　計 1,433 117,402

3,748 513,913

仙台市太白区富沢字松山7-2 41,067 1,396,689 富沢車両基地
仙台市太白区富沢字中河原2-1 33,343 1,162,812 富沢車両基地
仙台市太白区富沢字外河原 749,392846,84-41 富沢車両基地

富沢車両基地
（引込線）

小　　　　　　　　　計 89,221 3,105,552

仙台市若林区荒井字沓形 428,906406,42外2-01 荒井車両基地
仙台市若林区荒井字東 385,24193,1外2-31 荒井車両基地
仙台市若林区荒井字南原田32-3外 5,073 128,128 荒井車両基地
仙台市若林区荒井字矢取東10外 24,487 683,772 荒井車両基地

荒井車両基地
（引込線）

小　　　　　　　　　計 66,210 1,783,132

155,431 4,888,684

仙台市青葉区木町通一丁目111-1外 2,797 1,372,189 局庁舎

981,273,1797,2計

仙台市太白区長町南四丁目34-2外 6,040 323,493

仙台市泉区黒松三丁目 232,493017,01外138-1

16,750 717,725

239,907 14,027,394

事務所用地

南　北　線
そ
の
他
用
地 計

合　　　　　　　　　　　　　計

車

庫

・

工

場

用

地

南 北 線
仙台市太白区富沢字川前東36-2外 6,163 252,104

東 西 線
仙台市若林区荒井字揚場1外 10,655 318,825

計

変

電

所

用

地

南 北 線

東 西 線

計

用   地   内   訳   表

区 　 分
帳　簿　価　格

（千円）

線

路

停

車

場

用

地

南 北 線

東 西 線

計

－ 8－






	2207-2066@表紙
	2207-2066@高速鉄道事業-大要[1-8]
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ

